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中小企業の危機管理（BCP）
中小企業かごしま／2011.7

  

 

 
平成１６年の新潟県中越地震、平成１９年の石川県能登半島地震及び新潟県中越沖地震で被災し、

それを乗り越えて現在に至っている企業へのヒアリングを通して、被災時の対処に関するいくつかの

重要なポイントが浮かび上がってきました。 

ＢＣＰを策定する上で参考になる点が多くあることから、小売業及び建設業の対処事例を示します。 

【小売業の事例】 

 BCP導入なし企業 BCP導入済み企業 

災害 小規模食料品スーパー（従業員 3名＋パート店員 5名）。平日早朝、大規模地震。 

当日 

●建物は無事だが、棚が倒れ商品が散乱。 

●店主自宅半壊、家族と避難所生活。 

●従業員等、安否確認できず。 

●棚を固定済み、商品の散乱は小規模。 

●店主の自宅は、耐震補強済みで無事。

●従業員等、スーパーに安否の張り紙。 

数日間 

●店内整理手付かず。停電で生鮮品腐敗。 

●従業員等とは、電話連絡のみ。 

●翌日、ボランティアの助け、店内整理。

在庫食料品を避難所に運び、無料提供。 

●１週間は物流ストップ。駐車場にテント

を張り、緊急物資の配給拠点に提供。 

●１週間後、電気が通じ自宅に戻った住民

を相手に仮営業を開始。 

数ヶ月

間 

●１月後、金融機関借入で自宅修理。 

●スーパー営業再開の目処が立たず。 

●従業員・パート店員、一時解雇。 

●手持ち資金で、従業員等の月給支払い。 

●設備修理と商品仕入の資金借入れ。 

●1ヵ月後、本格営業開始。 

結果 
BCP 導入なし企業は廃業せざるをえない状況になったが、BCP 導入済み企業は数ヵ月後に

は、災害前の営業形態へ復旧できた。 

【建設業の事例】 

 BCP導入なし企業 BCP導入済み企業 

災害 小型ビル建設の工務店。平日早朝に大規模地震が発生。 

当日 

●古い事務所は柱にひび。 

●社長の自宅半壊、避難所生活。 

●ほとんどの従業員等、安否確認できず。 

●社長の自宅、耐震補強済み。 

●伝言ダイヤル１７１で安否確認。 

●出社してきた従業員と会社近くで、けが

人救出、テント設営などに協力。 

数日間 

●元請会社、孫請会社と連絡取れず。 

●大半の従業員、1ヶ月間出社せず。 

●組合が市役所と災害時協力協定。応急対

策工事の要請あるが対応できず。 

●元請会社等連絡、工事現場確認を、従業

員がバイク等で手分けして行う。 

●プレハブ倉庫を連絡拠点に。 

●従業員、交代制で勤務。 

●応急対策工事の要請に多数対応。 

数ヶ月

間 

●復旧工事の引合いがあるが、手持現金が

ないため、臨時作業員を集められず。 

●事業再建の目処立たず、当面の間、従業

員を解雇し、休業。 

●手持ち資金で、従業員と臨時作業員の月

給、資材の支払いを行う。 

●組合内で応援要員、建設機械等の相互融

通を行う。 

●災害復旧工事等の業務を着実に受注。 

 
BCP 導入なし企業が事業再建をあきらめる一方で、BCP 導入企業は災害復旧工事等の受注

に成功し、順調に売上を伸ばす結果となった。 

Ⅲ ＢＣＰ策定・運用のポイント 
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東日本大震災の被災地域では、地震や液状化による建物や設備の破損、物流の停滞による原材料・

製品・商品の仕入・供給への影響等により、中小企業の事業活動に大きな影響が生じました。中でも

津波被災地域の被害は甚大であり、工場や店舗が壊滅的な被害を受けています。 

加えて今回の震災では、原子力発電所事故が発生し、避難区域等の企業では、事業の継続が困難に

もかかわらず、人件費や固定費の負担が発生し、先行きの見通しが立たないなど、地震や津波とは異

なる被害が発生しています。 

 

 

 

 

 

 
 

今回の震災によって被害を受けた企業の中には、緊急事態に備えてＢＣＰを策定していたことによ

り早期復旧を果たした企業も存在しており、平時からＢＣＰの策定を行い、緊急時の被害を最小限に

とどめるための事業活動の方法・手段等を取り決めておくこと、企業間で積極的に連携することの重

要性が改めて認識されました。 

しかし、内閣府が平成２１年度にとりまとめた「企業の事業継続及び防災の取組に関する実態調査」

では、ＢＣＰを「策定済または策定中」と回答した大企業が 58.4％に対し、中堅企業では 27.2％に

止まっています。また、ＢＣＰを「知らなかった」とした中堅企業は 45.3％に上っており、企業規模

  。すまれわ思とい低も度知認、ずま進が定策ＰＣＢ、どほるなくさ小が

中小企業の危機管理（ＢＣＰ） 
 ～いざというときの事業継続に備える～ 

Ⅰ 東日本大震災が与えた被害と影響 

地震、風水害、火災、感染症、設備事故、テロ・・・。企業が遭遇し得る緊急事態は様々です。

３月１１日に発生した東日本大震災以降、こうした緊急事態に企業が生き抜くための計画「ＢＣＰ

（Business Continuity Plan：事業継続計画）」が注目されており、中小企業庁は「中小企業ＢＣＰ

策定運用指針」を作成し、ホームページ上に公開しています。（http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/）

今回は、中小企業庁が作成した指針を基に、「中小企業の危機管理（ＢＣＰ）」について掲載しま

す。 

東日本大震災による被害の様子（中小企業白書から） 

Ⅱ 生き残りの境目・・・ＢＣＰ策定の重要性 

 

 

 

 

 

  

特集特集



3

中小企業の危機管理（BCP）
中小企業かごしま／2011.7

  

 

 
平成１６年の新潟県中越地震、平成１９年の石川県能登半島地震及び新潟県中越沖地震で被災し、

それを乗り越えて現在に至っている企業へのヒアリングを通して、被災時の対処に関するいくつかの

重要なポイントが浮かび上がってきました。 

ＢＣＰを策定する上で参考になる点が多くあることから、小売業及び建設業の対処事例を示します。 

【小売業の事例】 

 BCP導入なし企業 BCP導入済み企業 

災害 小規模食料品スーパー（従業員 3名＋パート店員 5名）。平日早朝、大規模地震。 

当日 

●建物は無事だが、棚が倒れ商品が散乱。 

●店主自宅半壊、家族と避難所生活。 

●従業員等、安否確認できず。 

●棚を固定済み、商品の散乱は小規模。 

●店主の自宅は、耐震補強済みで無事。

●従業員等、スーパーに安否の張り紙。 

数日間 

●店内整理手付かず。停電で生鮮品腐敗。 

●従業員等とは、電話連絡のみ。 

●翌日、ボランティアの助け、店内整理。

在庫食料品を避難所に運び、無料提供。 

●１週間は物流ストップ。駐車場にテント

を張り、緊急物資の配給拠点に提供。 

●１週間後、電気が通じ自宅に戻った住民

を相手に仮営業を開始。 

数ヶ月

間 

●１月後、金融機関借入で自宅修理。 

●スーパー営業再開の目処が立たず。 

●従業員・パート店員、一時解雇。 

●手持ち資金で、従業員等の月給支払い。 

●設備修理と商品仕入の資金借入れ。 

●1ヵ月後、本格営業開始。 

結果 
BCP 導入なし企業は廃業せざるをえない状況になったが、BCP 導入済み企業は数ヵ月後に

は、災害前の営業形態へ復旧できた。 

【建設業の事例】 

 BCP導入なし企業 BCP導入済み企業 

災害 小型ビル建設の工務店。平日早朝に大規模地震が発生。 

当日 

●古い事務所は柱にひび。 

●社長の自宅半壊、避難所生活。 

●ほとんどの従業員等、安否確認できず。 

●社長の自宅、耐震補強済み。 

●伝言ダイヤル１７１で安否確認。 

●出社してきた従業員と会社近くで、けが

人救出、テント設営などに協力。 

数日間 

●元請会社、孫請会社と連絡取れず。 

●大半の従業員、1ヶ月間出社せず。 

●組合が市役所と災害時協力協定。応急対

策工事の要請あるが対応できず。 

●元請会社等連絡、工事現場確認を、従業

員がバイク等で手分けして行う。 

●プレハブ倉庫を連絡拠点に。 

●従業員、交代制で勤務。 

●応急対策工事の要請に多数対応。 

数ヶ月

間 

●復旧工事の引合いがあるが、手持現金が

ないため、臨時作業員を集められず。 

●事業再建の目処立たず、当面の間、従業

員を解雇し、休業。 

●手持ち資金で、従業員と臨時作業員の月

給、資材の支払いを行う。 

●組合内で応援要員、建設機械等の相互融

通を行う。 

●災害復旧工事等の業務を着実に受注。 

 
BCP 導入なし企業が事業再建をあきらめる一方で、BCP 導入企業は災害復旧工事等の受注

に成功し、順調に売上を伸ばす結果となった。 

Ⅲ ＢＣＰ策定・運用のポイント 

中小企業かごしま／2011.7

中小企業の危機管理（BCP）

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東日本大震災の被災地域では、地震や液状化による建物や設備の破損、物流の停滞による原材料・

製品・商品の仕入・供給への影響等により、中小企業の事業活動に大きな影響が生じました。中でも

津波被災地域の被害は甚大であり、工場や店舗が壊滅的な被害を受けています。 

加えて今回の震災では、原子力発電所事故が発生し、避難区域等の企業では、事業の継続が困難に

もかかわらず、人件費や固定費の負担が発生し、先行きの見通しが立たないなど、地震や津波とは異

なる被害が発生しています。 

 

 

 

 

 

 
 

今回の震災によって被害を受けた企業の中には、緊急事態に備えてＢＣＰを策定していたことによ

り早期復旧を果たした企業も存在しており、平時からＢＣＰの策定を行い、緊急時の被害を最小限に

とどめるための事業活動の方法・手段等を取り決めておくこと、企業間で積極的に連携することの重

要性が改めて認識されました。 

しかし、内閣府が平成２１年度にとりまとめた「企業の事業継続及び防災の取組に関する実態調査」

では、ＢＣＰを「策定済または策定中」と回答した大企業が 58.4％に対し、中堅企業では 27.2％に

止まっています。また、ＢＣＰを「知らなかった」とした中堅企業は 45.3％に上っており、企業規模

  。すまれわ思とい低も度知認、ずま進が定策ＰＣＢ、どほるなくさ小が

中小企業の危機管理（ＢＣＰ） 
 ～いざというときの事業継続に備える～ 

Ⅰ 東日本大震災が与えた被害と影響 

地震、風水害、火災、感染症、設備事故、テロ・・・。企業が遭遇し得る緊急事態は様々です。

３月１１日に発生した東日本大震災以降、こうした緊急事態に企業が生き抜くための計画「ＢＣＰ

（Business Continuity Plan：事業継続計画）」が注目されており、中小企業庁は「中小企業ＢＣＰ

策定運用指針」を作成し、ホームページ上に公開しています。（http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/）

今回は、中小企業庁が作成した指針を基に、「中小企業の危機管理（ＢＣＰ）」について掲載しま

す。 

東日本大震災による被害の様子（中小企業白書から） 

Ⅱ 生き残りの境目・・・ＢＣＰ策定の重要性 

 

 

 

 

 

  

特集特集



4

中小企業の危機管理（BCP）
中小企業かごしま／2011.7

  STEP 3  事前対策や代替策を用意しておく 

◆ 中核事業の継続になくてはならない、事業拠点や生産設備、仕入品調達の代替策を用意しま

す。例えば、人については、緊急時に従業員が出社してくれるか、臨時要員や応援要員の確

保は可能かなどがあげられます。 

また、モノについては、生産設備、原材料、ライフライン、輸送方法、連絡手段などについ

て代替策を確保します。協力会社に代替生産を頼む、調達先を２箇所確保しておく、コンピ

ュータのバックアップを取っておくなどの対策があげられます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

中小企業の経営者自らがＢＣＰを策定運用できるよう、中小企業庁ではＢＣＰに関するノウハウを

盛り込んだ「中小企業ＢＣＰ策定運用指針」をホームページ上に公開しています。是非、アクセスし

てみてください。（http://www.chusho.meti.go.jp/bcp/index.html） 

 

 中央会では、ＢＣＰ策定支援の他にも、様々な中小企業支援策を用意しています。 

 お気軽に中央会までご相談ください。  ☎０９９－２２２－９２５８ 

災害に強い企
業になる

日頃から顧客
等取引先の信
用が強まる

従業員や協力
会社との連帯
が強まる

優遇金利で融
資が受けられ

る

中長期の経営
戦略を練る機
会になる

分散保管 

（同時被災の回避）

バックアップ紙書類   電子データ 

Ⅴ 中小企業ＢＣＰ普及のための支援策 

工場など 事務所など 

Ⅳ ＢＣＰ策定５つのメリット 

BCP 

策定 

中小企業がＢＣＰを策定すると、災害に

強くなるだけでなく、日頃の事業において

も取引先の信用が高まる、従業員や協力会

社との連帯が強まるなどのメリットがあ

ります。 

また、ＢＣＰの策定は、優先すべき中核

事業を絞り込んだり、経営資源の弱点を抽

出したり、顧客や協力会社等との関係を再

構築することとなり、経営戦略の立案その

ものと言えます。 
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これらの点を踏まえて、事業継続計画をイメージすると、次の図のようになります。 

 

つまり、ＢＣＰの策定のポイントは、① 中核事業を特定する ② 中核事業の目標復旧時間を定め

ておく ③ 事前対策や代替策を用意しておくことにあります。 

 

 STEP 1  優先して継続・復旧すべき中核事業を特定する 

◆ 一番大切な顧客、利益が大きい事業、今後の伸びが期待できる事業など、緊急時に優先して

継続・復旧すべき事業（中核事業）として、様々な観点から評価し、優先度を決定します。 

事業 年間売上 シェア 備考 収益性 復旧期間 復旧コスト 優先度 

Ａ事業 10億円 100％ 
競合他社
なし 

大 10日 小 １ 

Ｂ事業 ８億円 50％ 
競合他社
１社 

中 20日 大 ２ 

Ｃ事業 ２億円 10％ 
競合他社
４社 

小 15日 中 ３ 

 

 STEP 2  緊急時における中核事業の目標復旧時間を定めておく 

◆ いつまでに復旧すれば、顧客との取引を維持できるか、会社の財務が破綻しないかなどの観

点から、災害時に中核事業を復旧する目標時間を定めます。例えば、目標復旧時間が１４日

間であった場合、復旧までに１５日以上かかる経営資源が中核事業に必須ということであれ

ば、目標時間内での中核事業の復旧は難しくなります。そのため、このような経営資源につ

いては、協同組合を活用するなど代替策を考えておく必要があります。また、事業が中断し

た場合、どの程度の期間まで会社の資金繰りが耐えられそうかも検討します。
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暑中お見舞い申し上げます

鹿児島県農業機械商業協同組合
理事長　田　中　俊　實

組合員一同

〒899-6405　霧島市溝辺町崎森973-1

ＴＥＬ　0995-58-4713

ＦＡＸ　0995-40-2142
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暑中お見舞い申し上げます

理　事　長　丸　元　正　樹

副理事長　丸　山　　　聡

副理事長　山　下　健　次

 

公立学校共済組合鹿児島宿泊所 

「ホテル ウェルビューかごしま」 
 

支配人 園 田 穂 積 

職 員 一 同 
 

〒890-0062 鹿児島市与次郎二丁目４番２５号 

TEL 099-206-3838 FAX 099-206-5069  
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理事長 永徳悦子・組合員一同

名瀬港港湾運送事業協同組合
理事長　里　見　弘　壽

他組合員一同

〒894-0035　鹿児島県奄美市名瀬塩浜町17番５号

電話・ＦＡＸ：0997-52-0088
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暑中お見舞い申し上げます

理事長　武　田　敏　郎

組 合 員 一 同

〒890-0055　鹿児島市上荒田町29番33

ＴＥＬ　099-298-1835

ＦＡＸ　099-298-1836

理事長　上　野　耕　作

組 合 員 一 同

理事長　丸　山　　　誠

組合員一同

協同組合寿協力会

〒896-0035　鹿児島県いちき串木野市新生町181番地

ＴＥＬ　0996-24-1234

ＦＡＸ　0996-32-4597

 

南九州産業団地協同組合 
 

代表理事 下　園　廣　一 
組 合 員 一 同  

 

〒891-0131  鹿児島市谷山港二丁目２番８

TEL 099-261-0733 

FAX 099-261-0739 
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暑中お見舞い申し上げます

（鹿 児 島 支 部）

土佐屋生コンクリート㈱

日研マテリアル㈱

喜 入 生 コ ン ㈱

南州コンクリート工業㈱

（中 薩 支 部）

㈱ サ ン・エ イ

南国ガイアレミコン㈱

南国生コンクリート㈱

㈱ガイアテック

鹿児島菱光コンクリート㈱

ケイエスプラント㈱

平田コンクリート工業㈱

㈱ 中 馬

日新コンクリート工業㈱

北薩生コンクリート㈱

加根又レミコン㈱

鹿児島味岡生コンクリート㈱

薩摩コンクリート㈱

㈱直木生コンクリート工場

㈱ 中 薩

鹿児島市上之園町 24-2 第 12 川北ビル 601　TEL　099-255-2672

理事長　小　野　隆　三
組 合 員 一 同

理事長　上　山　秀　満

他組合員一同

鹿児島県測量設計
コンサルタント協同組合

官公需適格組合

〒890-0066　鹿児島市真砂町48番１号

ＴＥＬ　099-253-9354

ＦＡＸ　099-258-6633

理事長　池　田　琢　哉
組 合 員 一 同

福　留　　　進
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暑中お見舞い申し上げます

鹿児島県生コンクリート工業組合
鹿児島県生コンクリート協同組合連合会

中央地区商店街振興組合連合会

代表理事 俣　野　公　宏 
組 合 員 一 同 

〒892-0827　鹿児島市仲町 3-10
　　　　　　　　　　    日専連ビル 71 号  

TEL 099-210-7133 FAX 099-210-7134

暑中お見舞い申し上げます

マルヤ
ガーデンズ

ニシムタ北ふ頭店
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暑中お見舞い申し上げます

（社）日本砕石協会鹿児島県支部

鉱業労働災害防止協会砕石鹿児島県支部

「鹿児島名産かるかん」
地域団体商標登録準備中

中　馬　　　浩

寺　田　実　三

暑中お見舞い
申し上げます

“おかげさまで創立55周年”
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中央会の動き
中小企業かごしま／2011.7

 

 
 ６月２日(木)、鹿児島市の鹿児島サンロイヤル

ホテルにて「電子記録債権セミナー」を開催した。 

セミナーは株式会社全銀電子債権ネットワーク

の代表執行役社長である松元康幸氏及び担当部長

の岩本正純氏を講師に「電子債権記録機関『でん

さいネット』の仕組みと実務」をテーマに開催し

た。 

全国銀行協会が設立した「㈱全銀電子債権ネッ

トワーク（通称：でんさいネット）」による電子記

録債権制度は、金融の円滑化・効率化を目的に、

平成 24年 5月の運用開始が予定されている。この

新しい制度は、国の「e-Japan 戦略」による中小企業金融円滑化施策として、手形や売掛債権とは異

なる新たな金銭債権として創設されるものである。手形は唯一電子化から取り残された分野であった

が、本制度の導入により、電子記録債権を分割して譲渡や割引ができるシステムの整備に加え、手形

の欠点であった印紙税の納付や盗難、紛失、偽造のリスクが解消されるとともに、取立手続きが不要

といったメリットを受けることができる。なお、2009 年度の全産業合計の受取手形残高が 29 兆円に

止まる一方、売掛金残高が 183 兆円に上っており、本制度は急速に普及することが期待されている。 
 

 

 ６月８日（水）、鹿児島市の城山観光ホテルにおいて「第 19

回全国商店街おかみさんサミット in鹿児島（主催：第 19回全

国商店街おかみさんサミット in鹿児島実行委員会）」が開催さ

れた。 

九州新幹線全線開業を記念し、日本全国で活躍中のおかみさ

んが鹿児島で一堂に会して、

「全国へ届けおかみさんの

きずな」をテーマに、基調講

演や分科会、交流会が開かれ

商店街や個店に係る諸問題について活発な意見交換が行われた。 

同時に会場では、鹿児島の特産品や魅力を紹介する特設ブースが

設けられており、中央会も組合や組合員企業の商品や作品の展示を

実施するために出展。 

薩摩焼や畳を使った小物の展示、鹿児島特産の焼酎や漬物等の試

飲・試食、鹿児島の醤油・味噌のプレゼント、旅行パンフレットの

配布を行い、鹿児島の魅力の発信に努めた。 

中央会では、今回の出展をはじめ、異分野の連携促進に向けた取

り組みの契機となるよう、組合や企業の情報を発信するために県内

外での展示会等への出展も計画している。 

電子記録債権セミナー 
～電債ネットの仕組みと実務～ 

異分野連携事業で中央会がブースを出展 

～全国商店街おかみさんサミット in 鹿児島～ 

中小企業かごしま／2011.7

中央会の動き

 

 

 

 

 

本会と商工中金鹿児島支店は、平成 23年 6月 22日(水)、鹿児島市の「鹿児島サンロイヤルホテル」

にて商工中金協力会講演会を開催した。本会会長の岩田泰一の挨拶に続き行われた講演会では、ＵＢ

Ｉ株式会社 取締役会長の木村勝男氏が「逆境にまさる師なし～企業成功の法則～」と題し講演。 

厳しい経営環境の中で中小企業者が勝ち残る戦略について、自身が経営者としてバブル崩壊による、

230億円という巨額の債務から会社を建て直した経験をもとに、強くてよい会社を目指した経緯と、結

果を通じて学んだことを語った。講演の要旨は次のとおり。 

『「強い会社」とは何か。それは強い財務体質を持つ会社である。Ｐ／Ｌ（損益計算書）に現れる単

年度の売上げや収益に一喜一憂する「ＰＬ経営」では、長期的に強い財務基盤を作ることはできない。

Ｂ／Ｓ（貸借対照表）に目を向け、流動比率や純資産、ＲＯＥ（自己資本利益率）、ＲＯＡ（総資産利

益率）といった指標を高める必要がある。Ｂ／ＳはＰ／Ｌの結果ではない。経営者が「こういうＢ／

Ｓを作る」という強い意志、つまりは「ＢＳビジョン」が必要になる。これが、私自身が千数百社の

企業の決算書を分析した結果見出した「ＢＳ経営」の考え方である。 

一方の「よい会社」とは、人材が育つ会社である。ヒト・モノ・カネ・情報といった経営資源のう

ち、ヒトだけがほかの経営資源の付加価値を高める力を持つ。また、企業として社員を雇用するとい

うことは、その社員の人生に対する責任を負うことに他ならない。その両方の意味で、企業は自社の

社員が成長できるような環境を作らなければならない。そのために、どん欲に知識を吸収し、新しい

ことに挑戦する。たとえ、失敗しても、それを次の成功の糧にする。そのような風土や文化を創る必

要がある。企業が生き残るということは変化へ対応するということである。皆さんも変化をチャンス

と捉え活躍して欲しい。』と参加者へ熱いメッセージを送り講演を締め括った。 

商工中金協力会講演会 
演題「逆境にまさる師なし 企業成功の法則～」 ～
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鹿児島県農業機械商業協同組合 
～創立５０周年記念式典を開催～ 

 
 鹿児島県遊技業協同組合（西川明寛理事長、

組合員 87人）は組合創立５０周年を迎え、５月

27 日（金）、鹿児島市の城山観光ホテルにおい

て創立５０周年記念祝賀会を開催した。 

あいさつに立った西川理事長は「組合の創設

から今日まで激動する社会情勢の中で、諸先輩

が多くの厳しい試練を乗り越えて今日の業界を

築いてきた。業界は今、

店舗大型化で競争が激

しくなったうえ、娯楽

の多様化等で遊技人口

は減少傾向にある。ファン獲得へ、明るく楽しい健全娯楽の推進に努めてい

きたい」と半世紀に亘る業界発展の歴史を振り返るとともに、今後の抱負を

述べた。 

式典では、組合役員をはじめとする功労者に対し感謝状が贈られた。 

また、組合では５０周年記念誌「健全娯楽への道」を発行。写真で半世紀

に亘る業界の歴史が垣間見える内容となっている。 

 

 

 

 

 

鹿児島県農業機械商業協同組合（田中俊實理事

長、組合員 16人）は、組合創立５０周年を迎え、

５月 17日（火）、鹿児島市の鹿児島東急インにお

いて創立５０周年記念式典を開催した。 

あいさつに立った田中理事長は「創立４０周年

から早や１０年、農業を取り巻く環境は少しも改

善されていない。輸入農産物の急増により価格は

下落し、農家の収益も圧迫され将来への不安が増

大し、農家数の減少・高齢化・後継者不足が深刻

化している。」と農家の

現状を指摘した上で、「我々は農家のコスト低減のため、農業機械をきちん

と整備して一年でも長く安全に使用していただくことにより、農家の皆様と

我々の業界の共通の利益を図っていかなければならない。皆で力を合わせて

実行したい。」と述べた。 

引き続き式典では、表彰式が行われ、鹿児島県知事表彰に続き、鹿児島県

中小企業団体中央会会長、全国農業機械商業組合連合会会長等による感謝状

の授与が行われた。 

また、組合では創立５０周年記念誌を発行。これまでの組合の歩みや各組

合員による「組合創立５０周年を迎えて」と題した寄稿が綴られている。 

鹿児島県遊技業協同組合 
～創立５０周年記念祝賀会を開催～ 
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鹿児島県中小企業団体中央会青年部会は６月１１日

（土）、鹿児島市の「Ｔ－ＭＡＸ ＢＯＷＬ」にて「第 24

回中央会青年部会ボウリング大会」を開催した。 

 本大会は、会員相互の交流と親睦を図るために始まり、

今年で 24 回目の開催となるもので、10 チームが参加し、

「団体の部」と「個人の部」で優勝を競い合った。 

当日の成績は次のとおり。 

「団体の部」 

優 勝：(社)鹿児島県ＬＰガス協会青年委員会 

準優勝：鹿児島市管工事(協)青年部会Ａチーム 

第 3位：鹿児島県環境整備事業(協)青年部会 

「個人の部」 

 優 勝：菊永善之 （鹿児島県環境整備事業(協)青年部会） 

 準優勝：水谷美代子（(社)鹿児島県ＬＰガス協会青年委員会） 

 第 3位：中島貴雄 （鹿児島県自動車車体整備(協)青年部会） 

 なお、本大会の収益の一部は青年部会ボランティア事業の費用に充て

られる。 

 

 

 

 
 

 ７月１日（金）、来春の新規学卒者の採用枠拡大

要請のため、今野文平鹿児島労働局長、原田耕藏

鹿児島県教育長、白橋大信鹿児島県商工労働水産

部長が中央会を訪れた。 

 本会岩田泰一会長に要請書が提出され、「今日の

社会経済情勢は、デフレの影響や雇用情勢の悪化

などへの懸念が払拭できず、さらには未曾有の大

災害となった東日本大震災が社会のさまざまな面

に影響を及ぼすなど大変厳しい状況が続いており

ます。県内の雇用情勢については、5 月の有効求

人倍率は 0.53倍となり、前年同期を 0.10ポイン

ト上回り改善の傾向にありますが、依然として低い水準で推移しており、また、平成 23 年 3 月卒の新

規学卒者の就職内定率は、前年を若干上回っているものの、厳しい状況にあります。つきましては、中

央会におかれましても、21 世紀の郷土鹿児島の発展を担う優秀な人材確保の好機と捉えていただき、高

校生をはじめとする新規学卒者が一人でも多く採用されますように、新規学卒者の採用枠確保及び採用

選考の早期実施につきまして会員組合に対し勧奨して頂きたい。」との協力要請があった。 

第２４回中央会青年部会ボウリング大会 

中央会に新規学卒者採用枠拡大要請 
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～創立５０周年記念式典を開催～ 

 
 鹿児島県遊技業協同組合（西川明寛理事長、

組合員 87人）は組合創立５０周年を迎え、５月

27 日（金）、鹿児島市の城山観光ホテルにおい

て創立５０周年記念祝賀会を開催した。 

あいさつに立った西川理事長は「組合の創設

から今日まで激動する社会情勢の中で、諸先輩

が多くの厳しい試練を乗り越えて今日の業界を

築いてきた。業界は今、

店舗大型化で競争が激

しくなったうえ、娯楽

の多様化等で遊技人口

は減少傾向にある。ファン獲得へ、明るく楽しい健全娯楽の推進に努めてい

きたい」と半世紀に亘る業界発展の歴史を振り返るとともに、今後の抱負を

述べた。 

式典では、組合役員をはじめとする功労者に対し感謝状が贈られた。 

また、組合では５０周年記念誌「健全娯楽への道」を発行。写真で半世紀

に亘る業界の歴史が垣間見える内容となっている。 

 

 

 

 

 

鹿児島県農業機械商業協同組合（田中俊實理事

長、組合員 16人）は、組合創立５０周年を迎え、

５月 17日（火）、鹿児島市の鹿児島東急インにお

いて創立５０周年記念式典を開催した。 

あいさつに立った田中理事長は「創立４０周年

から早や１０年、農業を取り巻く環境は少しも改

善されていない。輸入農産物の急増により価格は

下落し、農家の収益も圧迫され将来への不安が増

大し、農家数の減少・高齢化・後継者不足が深刻

化している。」と農家の

現状を指摘した上で、「我々は農家のコスト低減のため、農業機械をきちん

と整備して一年でも長く安全に使用していただくことにより、農家の皆様と

我々の業界の共通の利益を図っていかなければならない。皆で力を合わせて

実行したい。」と述べた。 

引き続き式典では、表彰式が行われ、鹿児島県知事表彰に続き、鹿児島県

中小企業団体中央会会長、全国農業機械商業組合連合会会長等による感謝状

の授与が行われた。 

また、組合では創立５０周年記念誌を発行。これまでの組合の歩みや各組

合員による「組合創立５０周年を迎えて」と題した寄稿が綴られている。 

鹿児島県遊技業協同組合 
～創立５０周年記念祝賀会を開催～ 

中小企業かごしま／2011.7

中央会の動き

 

鹿児島県中小企業団体中央会青年部会は６月１１日

（土）、鹿児島市の「Ｔ－ＭＡＸ ＢＯＷＬ」にて「第 24

回中央会青年部会ボウリング大会」を開催した。 

 本大会は、会員相互の交流と親睦を図るために始まり、

今年で 24 回目の開催となるもので、10 チームが参加し、

「団体の部」と「個人の部」で優勝を競い合った。 

当日の成績は次のとおり。 

「団体の部」 

優 勝：(社)鹿児島県ＬＰガス協会青年委員会 

準優勝：鹿児島市管工事(協)青年部会Ａチーム 

第 3位：鹿児島県環境整備事業(協)青年部会 

「個人の部」 

 優 勝：菊永善之 （鹿児島県環境整備事業(協)青年部会） 

 準優勝：水谷美代子（(社)鹿児島県ＬＰガス協会青年委員会） 

 第 3位：中島貴雄 （鹿児島県自動車車体整備(協)青年部会） 

 なお、本大会の収益の一部は青年部会ボランティア事業の費用に充て

られる。 

 

 

 

 
 

 ７月１日（金）、来春の新規学卒者の採用枠拡大

要請のため、今野文平鹿児島労働局長、原田耕藏

鹿児島県教育長、白橋大信鹿児島県商工労働水産

部長が中央会を訪れた。 

 本会岩田泰一会長に要請書が提出され、「今日の

社会経済情勢は、デフレの影響や雇用情勢の悪化

などへの懸念が払拭できず、さらには未曾有の大

災害となった東日本大震災が社会のさまざまな面

に影響を及ぼすなど大変厳しい状況が続いており

ます。県内の雇用情勢については、5 月の有効求

人倍率は 0.53倍となり、前年同期を 0.10ポイン

ト上回り改善の傾向にありますが、依然として低い水準で推移しており、また、平成 23 年 3 月卒の新

規学卒者の就職内定率は、前年を若干上回っているものの、厳しい状況にあります。つきましては、中

央会におかれましても、21 世紀の郷土鹿児島の発展を担う優秀な人材確保の好機と捉えていただき、高

校生をはじめとする新規学卒者が一人でも多く採用されますように、新規学卒者の採用枠確保及び採用

選考の早期実施につきまして会員組合に対し勧奨して頂きたい。」との協力要請があった。 

第２４回中央会青年部会ボウリング大会 

中央会に新規学卒者採用枠拡大要請 



20

鹿児島県中小企業団体中央会
〒892-0821　鹿児島市名山町9番1号
TEL 099-222-9258   FAX 099-225-2904



21



22



23



24

事例発表
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 ● 私の仕事 

私の仕事は組合事務全般で、工業組合、協同組合それぞれの

経理業務を中心に、書類の作成、会議資料の作成、下準備、ホ

ームページの作成などを担当しています。今一番大変だと思う

仕事の一つに検査済証明書の発行があります。検査済証明書と

は工事を入札した建設業者さんが、使用する材料の承認願とし

て発注機関に提出する書類ですが、組合員ごとに検査結果を入

力し、建設業社名、工事名を入力し、技術委員長、主任技術委

員（事務局長）、理事長、出荷する支部の支部長、以上４つの印鑑を押して組合員宛に郵送します。

組合製品ごとに検査済証明書を発行しますので、多い時には一つの工事現場で５～６枚の検査済証明

書を発行することもあります。建設業者名や工事名にまだ慣れないこともあり、失敗も多く、１日の

大半を検査済証明書の発行で終わることもありました。何とか今年は少しでも早く失敗無く発行でき

るようにしなければと思っているところです。 

 

● 中小企業組合士として 

私が「中小企業組合士」を受験するきっかけとなったのは、中央会の担当指導員の方から「組合事

務に携わる人にとって最適の組合士試験があるのですが、チャレンジしてみては」と言われたことで

した。 

その当時、組合士のことはなんとなく知っていましたが、今さら勉強をすることに少し抵抗を感じ

ていましたので、受験は全く考えていませんでした。 

しかし、指導員の方の一言から資格取得のことを前向きに考えるようになり、受験したことを覚え

ています。「１組合１組合士」と言われた言葉もバネとなり１回で合格することができました。 

組合ではなかなか組合士としての自分を活用できていないのですが、組合士を取得し、組合士協会

に所属して得たものはとても大きいと感じています。様々な組合の方、それ以外の方のお話を聞く機

会を得、いろいろな経験をさせて頂くことで、自分が置かれている立場や状況、そして何より自分自

身を知ることができました。もっと組合に勤めていらっしゃる方に資格を取得して頂き、情報交換な

どができたらこれからの仕事にも活かされるのではないかと思います。 

 

● 最後に・・・ 

組合事務局に入り今年の 10月で丸 10年を迎えます。この間、多くの人と出会い、支えて頂いてい

ます。入った当初、子どもがまだ２歳だったこともあり、病気になると休みをもらい、流行性の病気

の時は事務所に連れて行って仕事をしたこともありました。子どもが小学生になった今は授業参観な

ど学校行事の時に休みを頂いています。近頃は働く女性も増え決してめずらしくもありませんが、職

場の理解もあり、本当に有難い職場だと思っています。 

 

■中小企業組合士制度とは 

 中小企業組合士制度は、中小企業組合に従事する役職員等の資質の向上を図るため、その職務の遂行に

必要な知識に関する試験を行い、試験合格者の中から３年以上の実務経験を有する者に対し、中小企業組

合士の称号を与える制度です。 

中小企業かごしま／2011.7

事例発表

 

 

 

 

 

～ ある組合士からの報告 ～ 
 

 

 

 

 

 

 

鹿児島県中小企業組合士協会の第１回研修会で講師を勤めて頂いた、鹿児島県積ブロック工業組合

の事務局に勤める伊堂寺真弓氏。 

本号では、この研修会での講話を「ある組合士からの報告」としてまとめ、掲載させていただくこ

とにしました。 

 

●「鹿児島県積ブロック工業組合」について 

「鹿児島県積ブロック工業組合」は昭和 48年 8月設立され、現在組合員数 18社、事務局職員は事

務局長と私の２人です。設立当初は鹿児島市内に本部を置き、県下に４つの支部を設置していました

が、平成に入り支部をそれぞれの協同組合として設立（以後 1 組合を追加）、工業組合は主に組合取

扱製品の品質管理のための共同検査を事業とし、協同組合は組合取扱製品の共同販売を事業として運

営していました。 

しかし、公共事業等の減少に伴い、将来的な業界の展望を見据えた組織見直しが必要となり、中央

会の指導の下、５つの協同組合を集約し、平成 18 年 4 月に「鹿児島県積ブロック協同組合」として

スタートしました。これによって、「鹿児島県積ブロック工業組合」と「鹿児島県積ブロック協同組

合」の二つの組合の連携による機能強化が図られることになりました。 

 

●「積ブロック」って！？ 

「積ブロック」は、誰もがすぐにわかる製品ではなく、

また、使う製品でもありません。ただ、皆さん一度は目

にしたことがあるのではないかと思います。道路擁壁や

河川護岸で互い違いに積まれたブロック、それが積ブロ

ックです。 

積ブロック以外には、住宅地などに使われる「軽量ブ

ロック」や道路の側溝などに使われる「コンクリート製

品」などの製品があります。また、これら製品毎にそれ

を取り扱う組合もそれぞれあるのだということを、この

業界に携わるようになり初めて知りました。 

  

鹿児島県積ブロック工業組合 

  伊 堂 寺 真 弓 氏 

事例発表
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業界情報

業界情報（平成 23 年 5 月情報連絡員報告） 
製 造 業 

味噌醤油製造業 
需要が低迷する中、原材料の値上げ要請が目立つように
なって来た。厳しい経営が続く中、夏場に向って難しい
舵取りを迫られる。 

酒類製造業 

（平成 23 年 4月分データ。単位 kℓ・%）

区 分 H22.4 H23.4 前年同月比

製成数量 13,678.4 10,792.4 78.9

移出 

数量 

県内課税 5,508.2 4,980.8 90.4

県外課税 7,866.0 7,309.1 92.9

県外未納税 4,330.5 3,384.0 78.1

在庫数量 254,214.5 246,332.0 96.9

蒲鉾製造業 
大型連休で観光客も昨年より多く、土産品も良く売れた
が、下旬は大震災の不況の為、売上げが悪かった。５月
はやはり新幹線全線開通により観光客が増加している
ようである。主原料の原材料は少し安くなり、キロ当た
り 50円～100 円位の値下がりである。 

鰹節製造業 
生値（原料）が高くなって来ている。また、物量が動か
ないので業界の景況は決して良い状況ではない。 

菓子製造業 
不景気等による買い控えに加え、菓子の原材料の高騰に
より、経営は更に悪化している。 

茶製造業 
一番茶の取引がほぼ終了した。県経済連によると平均気
温が平年を下回ったため、生育が遅れ出荷量も減少した。
平均単価は東日本大震災の影響が懸念されたが、平均単
価キロ 2,043 円で前年比 7％安にとどまった。 

本場大島紬織物製造業 
5 月は検査反数が上昇し、883 反であった（前年比プラ
ス 149反）。要因は 6月 1日から検査手数料が現在の 300
円から 880円に値上げされた為と思われる。 

木材・木製品製造業 
東日本大震災発生から 80 日が過ぎた。ここへきて 3 月
にはやや持ち直しつつあった原木丸太、製材製品の動き
と価格共に鈍く弱くなった。震災の影響か、例年と比べ
て地元の実需にも停滞感が漂っており、ここしばらくは
その見通しすら不透明ななかでの取引を強いられそう
である。 

 

 

木材・木製品製造業 
東日本大震災から約２ヵ月半が過ぎようとしているが、
住宅資材市場の混乱は相変わらず続いている。しかしな
がら、ようやく先が見え出したのか、荷動きムードに入
ったという声も聞こえる。例えばプレカット工場の稼働
率を見ても４月の減少から一転して増加に転じている
工場もある。但し、増加に転じたとはいえ、工場がフル
稼働するまでには至っておらず、厳しい状況に変わりは
ない。今後、気になるのは消費マインドである。心理的
に家を建てようというムードが削がれており、当初計画
よりランクを下げた住宅にするとか、リフォームで済ま
そうという様な住宅需要の縮小が懸念される。7月には
住宅エコポイント制度も終了すると聞くが、新たな国、
県等の施策を活用しながら営業活動を行うことも、業績
回復の一助となるので、情報収集に努めたい。 

生コンクリート製造業 
出荷量は対前年比 107.5％の 100,721 ㎥で、特に減少し
た地域は垂水桜島、南隅、種子島、屋久島、奄美南部、
喜界島で、特に増加した地域は鹿児島、指宿、加世田、
串木野、宮之城、出水、甑島、沖永良部であった。官公
需は対前年比 103.6％の 51,103 ㎥で、民需は対前年比
111.8％の 49,618 ㎥であった。久しぶりに官公需、民需
ともに対前年比を上回る結果となった。しかしながら地
域間での増減がますます拡大している。 

コンクリート製品製造業 
５月度の出荷トン数は 6,479 トンで、前年度同月比
128.0％であった。出荷量は、鹿児島、姶良、川薩、熊
毛、奄美で増えており、他地区は前年度と同等もくしは
減少となった。５月度の受注は前年度同等である。 

機械金属工業 
大きな変化は見られない。 

仏壇製造業 
海外輸入仏壇内訳（主たる輸入国は中国、ベトナム、タ
イ等）平成 23 年 2 月 16,953 本、3 月 17,995 本、4 月
20,731 本、2011 年累計 78,751 本。 

印刷業 
大震災後の影響で、インキ等印刷材料の値上げが起きて
いる。この値上げを製品価格へ反映させることもすぐに
は難しく、ますます業界の疲弊が進むと思われる。人件
費削減等の自衛策も含めて、より一層の経営努力が問わ
れることになりそうである。 
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非 製 造 業 

 
卸売業 

震災の影響から全体として景気後退感あり。組合員の中に
は、震災倒産による不良債権発生先も出始めている。建築
関連は、一部資材の品不足から後期の延期・見直しの動き
があり、業績に影響が出始めている。 

燃料小売業 

サウジアラビア産の日本向け 5 月積み液化石油ガス価格
が過去最高値となり、ＬＰＧ価格は当面下がりにくい状況
が続く公算が大きい。 

中古自動車販売業 
需要期を過ぎて一段と厳しくなった。また、震災の影響
で新車の供給不足による下取車の減少で、タマ不足が一
層深刻化し、更に、中古車価格上昇も相俟って業界を取
り巻く環境は一段と厳しさを増している。 

青果小売業 
前月比 93.5％、前年同月比 88.1％ 

農業機械小売業 
普通作の植付の時期であるが、今年は少雨で梅雨に入っ
ても水が足りない状況である。昨年は大雨で早期米に被
害が出て、普通作に切り替える農家も出てきている模様
であるが、天候による業界なので展示会等も変化が求め
られる。 

石油販売業 
離島のガソリン小売り価格を引き下げるための国の補
助事業が 5月 1日からスタートした。離島のガソリンス
タンド全てが値引販売を実施することから、事務の輻輳
と値引に伴う資金繰りに悩まされている。単年度事業で
あるだけに国の補助事業のあり方が不透明であり、石油
販売等への負担を懸念している。 

鮮魚小売業 
東日本大震災が発生して早や 2カ月が過ぎる。被災地で
は店舗、冷凍庫などすべての品物が津波で押し流された
が、青空店舗に魚をならべ頑張っている。また、「かき」
養殖の再生産資金として全国より１口 10,000 円の出資
者１万人余りの協力を得て（金額にして１億円以上）現
在「かき」を育てている。また、三陸海岸で採れた「わ
かめ」も鹿児島魚類市場で見られるようになった。 

商店街（霧島市） 
５月売上高は前年並みの傾向であった。ゴールデンウィ
ーク中の遠出も少なく、比較的近場で消費を済ませてい
たようである。霧島の観光地の宿泊施設においては、Ｇ
Ｗ直前に予約が入るなどほぼ満室になったようだが、連
休が終わると極端に人出がなかったということであっ
た。震災の自粛ムードはまだまだ強いようである。 

商店街（薩摩川内市） 
連休は、毎年商店街には最悪。遊びに出て人出もまばら。
自粛ムードがあるのだろうか。売上が減少している。 

商店街（鹿児島市） 
3 月 11 日に受けた東日本大震災の影響による自粛ムー
ドで、ＧＷ前人通りもまばらだったが、ＧＷ中から中旬
にかけて持ち直しの兆しをみせていた。しかし、後半に
かけて客数・売上とも低水準で推移した。九州新幹線全
線開通の恩恵もあり、業種にばらつきがあるものの 5
月としては客数、売上ともに大きな変化はなかった。 

商店街（鹿屋市） 
新規オープンする焼肉屋と調剤薬局に加え２店舗が開
店する予定である。 
 

サービス業（旅館業/県内） 
東日本大震災の影響等で厳しい状況が続いていたが、今
年のゴールデンウィークは例年以上に好調な施設が多
く、今月はようやく例年並みに持ち直したと思われる。
九州新幹線の全線開業効果もだんだんと出て来ており、
関西圏からの旅行者が増加しているようだ。夏休みから
秋の行楽シーズンに向け期待感が高まっている。 

美容業 
昨年は、美容師国家資格を有していない者は、施術して
はならなかったネイル部門が、法改正により規制から外
れて何の資格も有しないものがネイルサロン開業が出
来るようになった。業界では、収益を維持出来なかった
ことになる。震災以来、来店客数が減少し、売り上げが
伸び悩んでいる。景気回復以外に道はないのか。 

旅行業 
新幹線開業効果で鹿児島の宿泊者数は前年比を越え明
るい見通しだが、昨年は宮崎県で発生した口蹄疫の影響
で減少していた時期であったので一概に比較が出来な
い。今後、夏に向けての観光客の入込に期待を持ち、予
約状況等は明るい兆しが見えつつあるので集客に期待
をしたい。５月の集客状況は前年比 79.97％であった。 

建築設計業 
現在の組合員の受託件数としては、年度初めで公共事業
の発注が少ないこともあり、厳しい状況である。また、
東日本大震災で被災地の企業や工場が操業停止となり、
資材不足など幅広い業種にマイナスの影響がみられ始
めている。なお、建設業は、公共工事の予算が被災地へ
集中し、特に厳しい状況に置かれると予想している。 

自動車分解整備・車体整備業 
連休明けから仕事が少ない状況。震災後は軽の中古車価
格が上昇して品薄になっている。 

電気工事業 
東日本大震災の影響で納期遅れと価格の変動があり、工
事契約の価格も流動的である。公共工事の予算配分もど
うなるか不安材料である。 

内装工事業 
5 月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月比
297.7％で大幅に増加、壁装ラベル対前年同月比
143.8％で増加、じゅうたん等ラベル対前年同月比
208.3％増加した。公共事業の減少により壁装ラベルは
伸び悩んでいるが、カーテンラベルは、エコ対策等の影
響を受け買い替えが増加した結果、ラベルも増加傾向に
ある。 

管工事業 
東日本大震災の復旧へ向けた急ピッチの状況の下、建設
資材の不足、あるいは値上げの影響が本県でも出てきて、
収益が下がってきつつある。 

建設業（鹿児島市） 
大震災により状況が悪化、材料の高騰。 

建設業（曽於市） 
東日本大震災の影響により状況はさらに悪化している。 

貨物自動車運送業 
燃料の価格が若干下がり気味で、収益状況は少し取り戻
してきた。また、各貨物運送業者は、４月より義務付け
られたアルコール検知器設置で飲酒運転に対する意識
改革など悪質違反の撲滅に努めている。 

運輸業（個人タクシー） 
連休時はやや好転したが、後半においては厳しい運営を
強いられた。 
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業界情報（平成 23 年 5 月情報連絡員報告） 
製 造 業 

味噌醤油製造業 
需要が低迷する中、原材料の値上げ要請が目立つように
なって来た。厳しい経営が続く中、夏場に向って難しい
舵取りを迫られる。 

酒類製造業 

（平成 23 年 4月分データ。単位 kℓ・%）

区 分 H22.4 H23.4 前年同月比

製成数量 13,678.4 10,792.4 78.9

移出 

数量 

県内課税 5,508.2 4,980.8 90.4

県外課税 7,866.0 7,309.1 92.9

県外未納税 4,330.5 3,384.0 78.1

在庫数量 254,214.5 246,332.0 96.9

蒲鉾製造業 
大型連休で観光客も昨年より多く、土産品も良く売れた
が、下旬は大震災の不況の為、売上げが悪かった。５月
はやはり新幹線全線開通により観光客が増加している
ようである。主原料の原材料は少し安くなり、キロ当た
り 50円～100 円位の値下がりである。 

鰹節製造業 
生値（原料）が高くなって来ている。また、物量が動か
ないので業界の景況は決して良い状況ではない。 

菓子製造業 
不景気等による買い控えに加え、菓子の原材料の高騰に
より、経営は更に悪化している。 

茶製造業 
一番茶の取引がほぼ終了した。県経済連によると平均気
温が平年を下回ったため、生育が遅れ出荷量も減少した。
平均単価は東日本大震災の影響が懸念されたが、平均単
価キロ 2,043 円で前年比 7％安にとどまった。 

本場大島紬織物製造業 
5 月は検査反数が上昇し、883 反であった（前年比プラ
ス 149反）。要因は 6月 1日から検査手数料が現在の 300
円から 880円に値上げされた為と思われる。 

木材・木製品製造業 
東日本大震災発生から 80 日が過ぎた。ここへきて 3 月
にはやや持ち直しつつあった原木丸太、製材製品の動き
と価格共に鈍く弱くなった。震災の影響か、例年と比べ
て地元の実需にも停滞感が漂っており、ここしばらくは
その見通しすら不透明ななかでの取引を強いられそう
である。 

 

 

木材・木製品製造業 
東日本大震災から約２ヵ月半が過ぎようとしているが、
住宅資材市場の混乱は相変わらず続いている。しかしな
がら、ようやく先が見え出したのか、荷動きムードに入
ったという声も聞こえる。例えばプレカット工場の稼働
率を見ても４月の減少から一転して増加に転じている
工場もある。但し、増加に転じたとはいえ、工場がフル
稼働するまでには至っておらず、厳しい状況に変わりは
ない。今後、気になるのは消費マインドである。心理的
に家を建てようというムードが削がれており、当初計画
よりランクを下げた住宅にするとか、リフォームで済ま
そうという様な住宅需要の縮小が懸念される。7月には
住宅エコポイント制度も終了すると聞くが、新たな国、
県等の施策を活用しながら営業活動を行うことも、業績
回復の一助となるので、情報収集に努めたい。 

生コンクリート製造業 
出荷量は対前年比 107.5％の 100,721 ㎥で、特に減少し
た地域は垂水桜島、南隅、種子島、屋久島、奄美南部、
喜界島で、特に増加した地域は鹿児島、指宿、加世田、
串木野、宮之城、出水、甑島、沖永良部であった。官公
需は対前年比 103.6％の 51,103 ㎥で、民需は対前年比
111.8％の 49,618 ㎥であった。久しぶりに官公需、民需
ともに対前年比を上回る結果となった。しかしながら地
域間での増減がますます拡大している。 

コンクリート製品製造業 
５月度の出荷トン数は 6,479 トンで、前年度同月比
128.0％であった。出荷量は、鹿児島、姶良、川薩、熊
毛、奄美で増えており、他地区は前年度と同等もくしは
減少となった。５月度の受注は前年度同等である。 

機械金属工業 
大きな変化は見られない。 

仏壇製造業 
海外輸入仏壇内訳（主たる輸入国は中国、ベトナム、タ
イ等）平成 23 年 2 月 16,953 本、3 月 17,995 本、4 月
20,731 本、2011 年累計 78,751 本。 

印刷業 
大震災後の影響で、インキ等印刷材料の値上げが起きて
いる。この値上げを製品価格へ反映させることもすぐに
は難しく、ますます業界の疲弊が進むと思われる。人件
費削減等の自衛策も含めて、より一層の経営努力が問わ
れることになりそうである。 
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卸売業 

震災の影響から全体として景気後退感あり。組合員の中に
は、震災倒産による不良債権発生先も出始めている。建築
関連は、一部資材の品不足から後期の延期・見直しの動き
があり、業績に影響が出始めている。 

燃料小売業 

サウジアラビア産の日本向け 5 月積み液化石油ガス価格
が過去最高値となり、ＬＰＧ価格は当面下がりにくい状況
が続く公算が大きい。 

中古自動車販売業 
需要期を過ぎて一段と厳しくなった。また、震災の影響
で新車の供給不足による下取車の減少で、タマ不足が一
層深刻化し、更に、中古車価格上昇も相俟って業界を取
り巻く環境は一段と厳しさを増している。 

青果小売業 
前月比 93.5％、前年同月比 88.1％ 

農業機械小売業 
普通作の植付の時期であるが、今年は少雨で梅雨に入っ
ても水が足りない状況である。昨年は大雨で早期米に被
害が出て、普通作に切り替える農家も出てきている模様
であるが、天候による業界なので展示会等も変化が求め
られる。 

石油販売業 
離島のガソリン小売り価格を引き下げるための国の補
助事業が 5月 1日からスタートした。離島のガソリンス
タンド全てが値引販売を実施することから、事務の輻輳
と値引に伴う資金繰りに悩まされている。単年度事業で
あるだけに国の補助事業のあり方が不透明であり、石油
販売等への負担を懸念している。 

鮮魚小売業 
東日本大震災が発生して早や 2カ月が過ぎる。被災地で
は店舗、冷凍庫などすべての品物が津波で押し流された
が、青空店舗に魚をならべ頑張っている。また、「かき」
養殖の再生産資金として全国より１口 10,000 円の出資
者１万人余りの協力を得て（金額にして１億円以上）現
在「かき」を育てている。また、三陸海岸で採れた「わ
かめ」も鹿児島魚類市場で見られるようになった。 

商店街（霧島市） 
５月売上高は前年並みの傾向であった。ゴールデンウィ
ーク中の遠出も少なく、比較的近場で消費を済ませてい
たようである。霧島の観光地の宿泊施設においては、Ｇ
Ｗ直前に予約が入るなどほぼ満室になったようだが、連
休が終わると極端に人出がなかったということであっ
た。震災の自粛ムードはまだまだ強いようである。 

商店街（薩摩川内市） 
連休は、毎年商店街には最悪。遊びに出て人出もまばら。
自粛ムードがあるのだろうか。売上が減少している。 

商店街（鹿児島市） 
3 月 11 日に受けた東日本大震災の影響による自粛ムー
ドで、ＧＷ前人通りもまばらだったが、ＧＷ中から中旬
にかけて持ち直しの兆しをみせていた。しかし、後半に
かけて客数・売上とも低水準で推移した。九州新幹線全
線開通の恩恵もあり、業種にばらつきがあるものの 5
月としては客数、売上ともに大きな変化はなかった。 

商店街（鹿屋市） 
新規オープンする焼肉屋と調剤薬局に加え２店舗が開
店する予定である。 
 

サービス業（旅館業/県内） 
東日本大震災の影響等で厳しい状況が続いていたが、今
年のゴールデンウィークは例年以上に好調な施設が多
く、今月はようやく例年並みに持ち直したと思われる。
九州新幹線の全線開業効果もだんだんと出て来ており、
関西圏からの旅行者が増加しているようだ。夏休みから
秋の行楽シーズンに向け期待感が高まっている。 

美容業 
昨年は、美容師国家資格を有していない者は、施術して
はならなかったネイル部門が、法改正により規制から外
れて何の資格も有しないものがネイルサロン開業が出
来るようになった。業界では、収益を維持出来なかった
ことになる。震災以来、来店客数が減少し、売り上げが
伸び悩んでいる。景気回復以外に道はないのか。 

旅行業 
新幹線開業効果で鹿児島の宿泊者数は前年比を越え明
るい見通しだが、昨年は宮崎県で発生した口蹄疫の影響
で減少していた時期であったので一概に比較が出来な
い。今後、夏に向けての観光客の入込に期待を持ち、予
約状況等は明るい兆しが見えつつあるので集客に期待
をしたい。５月の集客状況は前年比 79.97％であった。 

建築設計業 
現在の組合員の受託件数としては、年度初めで公共事業
の発注が少ないこともあり、厳しい状況である。また、
東日本大震災で被災地の企業や工場が操業停止となり、
資材不足など幅広い業種にマイナスの影響がみられ始
めている。なお、建設業は、公共工事の予算が被災地へ
集中し、特に厳しい状況に置かれると予想している。 

自動車分解整備・車体整備業 
連休明けから仕事が少ない状況。震災後は軽の中古車価
格が上昇して品薄になっている。 

電気工事業 
東日本大震災の影響で納期遅れと価格の変動があり、工
事契約の価格も流動的である。公共工事の予算配分もど
うなるか不安材料である。 

内装工事業 
5 月のラベル売上数は、カーテンラベル対前年同月比
297.7％で大幅に増加、壁装ラベル対前年同月比
143.8％で増加、じゅうたん等ラベル対前年同月比
208.3％増加した。公共事業の減少により壁装ラベルは
伸び悩んでいるが、カーテンラベルは、エコ対策等の影
響を受け買い替えが増加した結果、ラベルも増加傾向に
ある。 

管工事業 
東日本大震災の復旧へ向けた急ピッチの状況の下、建設
資材の不足、あるいは値上げの影響が本県でも出てきて、
収益が下がってきつつある。 

建設業（鹿児島市） 
大震災により状況が悪化、材料の高騰。 

建設業（曽於市） 
東日本大震災の影響により状況はさらに悪化している。 

貨物自動車運送業 
燃料の価格が若干下がり気味で、収益状況は少し取り戻
してきた。また、各貨物運送業者は、４月より義務付け
られたアルコール検知器設置で飲酒運転に対する意識
改革など悪質違反の撲滅に努めている。 

運輸業（個人タクシー） 
連休時はやや好転したが、後半においては厳しい運営を
強いられた。 
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平成 23 年 8 月 

2日(火) 

14：00 

「Facebookをビジネスに使う」セミナー 
講師 ソーシャルメディア研究所 
    代表取締役 熊坂仁美 
鹿児島市「レクストン鹿児島」 

9日(火) 

16：00 

地域別交流懇談会 
出水市「ホテル鶴 2号館」 

11日(木) 

14：00 

「これが稼ぐ名刺だ！」セミナー 

レディース交流会 

～１秒で 10倍稼ぐありえない名刺の作り方～
講師 株式会社つばめや 
    名刺アドバイザー 高木芳紀 
鹿児島市「アーバンポートホテル」

 

19日(金) 

13：30 

①「経営者の心得、リーダーの心得」セミナー
講師 講演家・漫遊書家 黒田クロ 
②「かごしまおもしろ歴史散歩」セミナー 
講師 NPO法人まちづくり地域フォーラム 

かごしま探検の会 事務局長 東川美和
鹿児島市「城山観光ホテル」 

25日(木) 

16：00 

地域別交流懇談会 
西之表市「シティホテルあらき」 

平成 23 年 9 月 

4日(日) 

11：00 

かごんまわっぜかフェスタ‘11 
鹿児島市「天神おつきや商店街」 
組合展示会 
鹿児島市「天文館本通商店街」 

6日(火) 

16：00 

地域別交流懇談会 
奄美市「奄美サンプラザホテル」 

16日(金) 

13：00 

第 55回中小企業団体九州大会 
佐賀県「佐賀市文化会館」 

21日(水) 

16：00 

地域別交流懇談会 
薩摩川内市「川内ホテル」 

第63回中小企業団体全国大会 

日時 11 月 17 日（木）14：00 ～ 

場所 愛知県「名古屋国際会議場」 

総務省・経済産業省

平成 24年経済センサス・活動
調査を実施します。

経済センサス・活動調査は、我が国
における産業構造を包括的に明らか
にすることを目的とする政府の重要
な調査で、統計法に基づいた報告義
務のある基幹統計調査です。

○平成 24年 2月 1日現在で、経済センサス・活動
　調査を実施します。
○経済センサス・活動調査は、「統計法」という法
　律に基づいて実施する、報告義務のある基幹統計
　調査です。
○支社等を有する企業本社あてに、6月中旬から
　「事業所等確認票」を郵送しますので、内容の御
　確認・御返送をお願いします。
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